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自分で考え、
手を動かし、
得た情報は格別です。

毎回新しいことを発見し、
とても嬉しそうでした。

専門の先生に
教えてもらえるので、
話に広がりがあって
とてもよかった。

日常の学習も、
考え方に道筋を持って
考えるようになりました。

親も改めて、
子どもの「なぜ？」に
ゆっくり向き合う大切さを
感じました。

保護者の声

たくさんの

新しい“？”に出会う。
キッズ生きもの研究室では、身近な自

然の生きものを題材に、「自分で調べ

て」 「まとめ」 「伝える力」 をつけてい

きます。年間を通したプログラムでは、

その季節ごとの “旬”の生きものにふ

れあい、学びます。そして最終回は、

保護者の方も参加しての「ふりかえ

り」。そこで、成長した「生きもの博士」

の姿を見るはずです。自然界で出会

う、たくさんの“？”で、子どもたちの

可能性を広げてみませんか。

ウチの子 , 意外と理系かも！

イカの
あしに

は

骨がな
いんだ

よ ！

葉っぱに
色々な形があって驚いた

セミのぬけが
らで

オスかメスが
わかるんだよ

 ！

昆虫っ
て

いろい
ろな顔

で

 面白
い !



交通のご案内
[電車・バスの場合] JR高崎線北本駅、
西口からバス(約15分)。「北里大学メディ
カルセンター」または、「石戸蒲ザクラ入
口」行きに乗車し「自然観察公園前」下
車。センターまで徒歩3分。運賃 ICカー
ド186円、現金190円（おとな片道）。
[車の場合] 圏央道 桶川北本ICから北
へ約3km。または、国道17号 山中交差
点から東松山方面へ4.5km。駐車場
100台。

〒364ｰ0026 北本市荒井5-200
Tel: 048-593-2891
Fax: 048-590-1039
mail: kitamoto@saitama-shizen.info
www.saitama-shizen.info
[開館時間] 9:00～17:00
[休館日] 月曜日（祝日の場合は開館）・祝日の
翌平日

土曜午前クラス、土曜午後クラス、
日曜クラスから選択。

第1回 4月28日（土）、29日（日）
第2回 5月26日（土）、27日（日）
第3回 6月23日（土）、24日（日）
第4回 8月25日（土）、26日（日）
第5回 9月22日（土）、23日（日）
第6回 10月27日（土）、28日（日）
第7回 11月24日（土）、25日（日）

時間 土曜午前クラス  10時～ 12時
（選択） 土曜午後クラス  14時～ 16時
 日曜クラス  10時～ 12時　
対象 小学校4 ～ 6年生
定員 年間登録制  各20名 申し込み
 多数の場合は抽選となります

参加費 年間2,500円（保険代込み）
 初回参加時にお支払いください

● 各回の最後10分間に、保護者へ内容を解説
します。
● 欠席する場合は、同じ回の別のクラスに振替
ができます（先着順）。
● 出席できなかった回の資料は郵送します。
● いつでも自由研究の相談に応じます。

[ 申込期間 ]

3月22日（木）午前９時～4月8日（日）午後5時 

[ 必要事項 ]

❶受講者の氏名（ふりがな）　❷性別　❸お住まいの市町村名　❹連絡のつ
く電話番号　❺4月からの学年　❻希望のクラス（第3希望まで記入してください。
「どのクラスでも可」や「〇〇クラス以外」などの希望もありましたら、お知らせください）
● 複数名で受講希望する場合は、お問い合わせください。

[ 申込方法 ]

電話、FAXまたはEメールにてお申し込みください
● FAX、Eメールの場合は、受信から3日以内に、センターから受信確認を行います。Eメー
ルでお申し込みの方は、センターからのメールが受信できるように設定をご確認ください。
3日以内に連絡がない場合は、電話でお問い合わせください。
● 抽選結果は申し込みの方全員に、4月11日以降、電話でご連絡します。
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レクチャーするのは、かつての「キッズ研究者」たち

開 催 概 要 申 し 込 み

自然科学・環境学習の専門知識をもつ自然学習指導員たちも、かつては目を輝かせながら
生きものを自主研究していた「キッズ研究者」でした。“教える”のではなく、子どもの気づきを“サポート”します。

全7回

「なんだろう？」興味関心を持つ事は
何かを学ぶ時の大きな一歩。調べ方
を知ると、自分で問題を解決する力が
つき、さらなる「なんだろう？」が生
まれます。本物の自然を、色や形、に
おい、手触り、味など五感を使い、脳
をいっぱい刺激しながら、調べます。

ここは研究室。「調べて楽しかっ
たー」だけでは終わりません。予想
を立てて観察し、結果をまとめて考
察する。大人の研究者と同じプロセ
スをたどります。まとめ方を学ぶ事
で、いっそう理解が深まり、さらな
る探求へとつながります。

知り得たことを、どのように人に伝
えるか。スケッチや表、模型など、
さまざまなアウトプットの方法を学
びます。表現力が育つとともに、ほ
かの子どもたちの発表からも、たく
さんの気づきがあるはずです。


